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添削指導
（レポート）

回 時期 内容
時
間

4月
（10月）

第1回

5月
（11月）

第2回

5月
（11月）

第3回

6月
（11月）

第4回

6月
（12月）

第5回

7月
（12月）

第6回

9月
（1月）

考査

2

前
期

(

後
期

)

１章　情報で問題を解決する

情報メディアの特性
を理解する。問題解
決の手順を理解す
る。著作権や産業財
産権についての理
解を深める。

面接指導（単位時間）　合計

２章　情報を伝える

ネットコミュニケー
ションについて、理
解を深める。アナロ
グとディジタルの特
徴を理解する。

巻末資料（２進法の計算、プログ
ラミング手帳など）

１章～５章の振り返り

１章からの学習を踏
まえ、様々な問題に
ついて手順を確認
し、理解を深める。

４章　データを活用する

インターネットのしく
みについて理解し、
情報セキュリティの特
性を確認する。

３章　コンピュータを活用する

コンピュータの五大
装置について確認
する。プログラムとシ
ミュレーションの作成
手順について確認
する。

５章　活動して提案する

巻末資料（色彩の基礎知識、Ｗｅ
ｂページの構造など）

ワープロソフト・表計
算ソフトなど、様々な
ソフトウェアの活用方
法を確認する。プロ
グラミングについて
の理解深める。

単位認定試験

目標
【学習指導要領】

　情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発
見・解決を行う学習活動を通して、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を
適切かつ効果的に活用し、情報社会に主体的に参画するための資質・能力を次
のとおり育成することを目指す。（1）効果的なコミュニケーションの実現、コン
ピュータやデータの活用について理解を深め技能を習得するとともに、情報社会
と人との関わりについて理解を深めるようにする。（2）様々な事象を情報とその結
び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的
に活用する力を養う。（3）情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に
主体的に参画する態度を養う。

目標に向けての具体的取り組み
【指導上の留意点】

多様なコミュニケーションの実現、情報技術の発展と社会の変化についての理解を深める。
問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的、創造的に活用する力を養
う。情報社会に主体的に参画し、その発展に寄与する態度を養う。

学
期

実
施
時
期

内容 到達目標
面接指導(単位時間)

評価方法

【知識・技能】
　情報と情報技術を問題の発見・解決に活用するための知識について理解し、技能を身に
付けているとともに、情報化の進展する社会の特質及びそのような社会と人間との関わりに
ついて理解している。
【思考・判断・表現】
　事象を情報とその結び付きの視点から捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術
を適切かつ効果的に用いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　情報社会との関わりについて考えながら、問題の発見・解決に向けて主体的に情報と情
報技術を活用し、自ら評価し改善しようとしている。

評価の観点

情報 東京書籍 新編情報Ⅰ

2024年度 通信教育実施計画書
相生学院高等学校

教科 出版社 教科書名

0
レポート

視聴報告書
5月

（11月）

スクーリン
グ

6月～7月
（１0月～12

月）

第１回から
第6回まで
のレポート

の重要箇所
確認

2

レポート
視聴報告書
行動観察

課題プリント

メディア学
習により免

除


